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採虹眷村（レインボウ・ヴィレッジ）とアール・ブリュット 
 
高田 夏子 
 
はじめに 
 
 この度台中の彩虹眷村（さいこうけんそん、またはレインボーヴィレッジ）に行く機会を得
た。彩虹眷村は、台中市にある「虹の村」と呼ばれる小さな集落で、住人の黄永阜（こうえい
ふ）さんが家の壁や屋根、道路にまであらゆる場所にカラフルな絵を描くようになり、人気を
集めるようになった村である写真 1、2、3）。蒋介石が連れてきた役人や軍人の方が住んでいた集落
を眷村といい、「虹の村」もそのうちの一つだった。時代は移り、眷村は老朽化やトイレなどの
衛生面の問題もあり姿を消していった。「虹の村」にも 2008 年に再開発の計画が持ち上がった。
黄さんはこれを阻止すべく動物や人をモチーフにした壁画を描くようになった 1）。その後その
芸術性を認めた人による保存運動が起こり、台中市が「彩虹芸術公園」として保存することと
なった 2）。現在では「世界の穴場観光スポット」として、ロンリープラネットにも取り上げら
れ、多くの観光客が訪れている 7）。 
 「自然発生的」で、「発明的」で、芸術教育や文化の影響を受けていない「無名の人（common 
man）」による芸術を、“L’ art Brut”（アール・ブリュット）と Jean Dubuffet は名付けた。また
これはアウトサイダー・アートとも呼ばれる。黄さんの描く彩虹眷村の絵も、その発生や独創
性の点でアール・ブリュットの性質を持つものといえるだろう。 
 
アール・ブリュットについて 
 
１）定義 
 Dubuffet の定義によるとアール・ブリュットとは、「自然発生的でかつ強力に発明的な性格を
持ったあらゆる種類―デッサン、絵画、刺繍、造型あるいは彫刻された像、等々―の作品、慣習
的に芸術と呼ばれるものや紋切り型の文化の影響をほとんど受けていなくて、職業的芸術界と
無縁の無名の人々の手になる作品」で、「芸術的文化の影響を免れた人たちによってつくられた
作品であり、そこでは、知的な人々のなかで起きることとは反対に、模倣はほとんどと言って
いいほどなく、作品のつくり手がすべてを（主題、材料の選択、作品化の手段、リズム、表現
法、等々）伝統的芸術のありきたりの型からではなく、自分自身のなかの奥深い場所から引き
出す。われわれはそこで、まったく純粋で生のままの芸術的遂行が行なわれ、つくり手自身の
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固有の衝動を唯一の起点として芸術がその全局面において再開発される現場に立ち会うのであ
る。したがってそれはひとえに発明という機能だけが姿を表す芸術であり、文化的芸術のなか
に絶えず姿を見せる無節操な猿真似とはおよそ異なったものなのである」8）。 
 
２）子どもの表現、「狂人」の表現、「原始人」の表現 
 アール・ブリュットと見なされる作品は、その性質上子どもの表現、「狂人」の表現、「原始
人」の表現と似たものがあり、西欧文化はこれを芸術とみなしてこなかったが、Klee、Ernst、
Miró、Dubuffet らが登場し、これらの表現は理想化されるようになった。また「精神病者」の表
現に関しては、狂気が病とみなされ治療の対象であると考えられるようになって、精神科医に
よって診断の素材として収集が始まった 8）。 
しかし、こうした造形的創造は診断の補助としてのみその価値があるわけではない。
Prinzhorn 12）は『精神病者は何を創造したのか』という著作の中で、「創作力はいかなる人間に
も生まれつき備わった素質である」とし、それが「普通は隠されたまま」か「あるいは退化し
てしまったか」の状態にあるが、病を得て、当時の精神病院という現在の視点から見れば酷い
環境に置かれることになり、その能力が「突然活性化され」るという。そのような変化が起き
る要因と考えられるのは、「患者の内面的発展あるいは変化、現実世界からの隠遁、自己への自
閉的集中、そして他方では彼の外的な生活や環境の変化などが考慮される」という。また別の
説明として「患者は精神分裂症特有の作用で、通常は芸術家のためでしかない出来事が彼の精
神に起こることで、普段は恵まれていない創作力が得られる」とも述べている。（当時の診断で
はあるが、アール・ブリュットとして紹介された精神病者の 75％が統合失調症者であった 8）。
病と創造の関係は非常に興味深いものがある）。Prinzhorn は、10 人の患者についてその背景、
創作物、それについての考察を一人一人非常にていねいに述べ、彼らの作品は「心的な表現」
であると述べている。 
2015 年に公開された「ニーゼと光のアトリエ」という映画がある。Nise da Silveira（ニーゼ・
ダ・シルヴェイラ）という女性の精神科医の物語である 10）。電気ショック療法やロボトミー手
術、インシュリン治療が主流で行われていた 1940 年代のブラジルにおいて、彼女は自由な精神
と慈愛を持って患者と向き合った医師であった。ロボトミー手術を行うアイスピックが当時の
最新の治療器具だったが、彼女はこれに絵筆で戦った。Prinzhorn が患者の作品は彼らの「心的
表現」であると述べたように、Nise も統合失調症の患者の描く絵に意味を感じ、ユングの著作
を読んで、「精神は身体と同じように自己治癒力を持ち、本来の形に戻ろうとする」という考え
に共鳴する。患者の絵には言葉にならない彼らの無意識が現れていることを理解するように
なっていった。そして患者の描いた絵とともにユングへ感謝の手紙を送っている。ユングから
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は感動を伝える返事が届き、彼らの過去について注目するようにという助言があった。その後
ユングの理論を実践して、絵画のワークショップや動物セラピーを行っている。その患者たち
の絵画の展覧会は人々の心を打つものであった。「患者の心が精神病院の支配から解放される
のに、絵を描くことが果たした役割は大きかった」11）。 
精神病者の表現というとき、その施設の影響、当時の患者さんたちが置かれていた状況とい
うことも見逃せないところだろう。ベルンのヴァルダウ精神病院の医師たちは、彼らの患者の
作ったオブジェをそのまま保存した。それはきわめて粗野な手段でこしらえられた短刀や拳銃
や鍵や飛行機やパラシュートや靴や巨大なストッキングなどの模造品で、「象徴的な武器であ
り解放への志向をあらわす象徴」であった 8）。 
 
３）アール・ブリュット・コレクション 
 Jean Dubuffet は 1945 年のスイス旅行で最初のアール・ブリュットの調査を行っている。その
際にはスイスの二つの精神病院のコレクションを見学し、アール・ブリュットについての著作
を書こうと考えていた。しかしフランスをはじめとする各地でかれの計画に関心を示し協力も
得られ、コレクションが充実したものになり、1947 年 11 月、「アール・ブリュットの住まい」
という展示会がルネ・ドルアン・ギャラリーで開かれた。「アール・ブリュットの住まい」は 1948
年９月にはガリマール社がパリのリュニベルシテ通りに借りたパビリオンに移され、同時に
アール・ブリュット協会が設立された。この「コンパニー」は 60 名の会員を擁するようにな
り、コレクションは拡大していった。そして 1949 年 10～11 月に 63 人の作家による 200 作品
を展示した合同展示会が、ルネ・ドルアン・ギャラリーで開かれた。Dubuffet はこのとき「文
化芸術よりアール・ブリュットを」というマニュフェストをカタログに掲載している。しかし、
アール・ブリュット・コレクターはその後部屋の狭さや財源の不足、メンバーの積極性のなさ
で維持が難しくなり、コレクションは画家アルフォンソ・オソリオのニューヨーク近くの住居
の１室に移転し、アール・ブリュット協会は解散することとなった。 
 アール・ブリュットの収集は、1959 年に再出発し、1962 年にニューヨークで展示会が開かれ
たのちにパリに送り返されることになったが、この間にコレクションは相当豊かになる。1962
年７月には、アール・ブリュット協会が再結成され、今度は 100 名の会員となった。こうして
活動は再び活発になり、買い付けや贈与によって多くの作品が収集され、定期刊行物も出され
るようになった。そして、1967 年４月〜6 月に、コレクションから選び抜かれた 75 人の作家の
700 点の作品がパリの装飾美術館に展示された。Dubuffet はこの展示会のカタログの序文に「無
法者の居場所」というテクストを書いている。 
 Dubuffet はコレクションの未来の発展を確実なものとするため、公的地位を保証する団体を
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探した。スイスのローザンヌ市が手を挙げ、話し合いが合意に達したので、コレクションはロー
ザンヌ市に譲渡された。市が保存、管理常設展示を引き受け、市はそのために 18 世紀の邸宅、
ボーリュー城を整備した。アール・ブリュット協会は解散され、ローザンヌ市評議会は、1972
年 10 月 24 日に協定を批准した。 
 
４）矛盾する宿命 
しかし、アール・ブリュット的作品は、注目されるとそれは逆説的に「規範化」されてしま
うという。それは未開民族でも子どもでも精神病者でもおなじであるという。Thévoz は、「わ
れわれが言及してきた表現について精神病理学的著作に触発された精神科医や看護師はおおむ
ね態度を変えた。病者の芸術的表現を鼓舞し、アトリエを持つ精神病院も多くなった。しかし、
逆説的に病者の創造性は低下した」と述べている 8）。アール・ブリュットは認知され注目され
るとアール・ブリュットではなくなっていく。未開社会で作られてきたものについても同様で、
Thévoz はこれを、「摂取、同化、慰撫、同質化」という手法で進行する「文化的植民地主義」と
名付けている 8）。さらに Thévoz は抗精神病薬についても創造性の点から批判を述べている。
「精神弛緩薬は苦悩を軽減させた一方で、精神的痴呆化と知的麻痺をもたらし、それは造形作
品の領域で創造能力の喪失としてあらわれている」というのである。 
 
彩虹眷村、黄永阜さんについて 
 
 彩虹眷村は、台中市南屯区春安里にある眷村で、先にも述べたように役人や軍人のための住
居であった。保存部分は公園と老木、製作者の黄永阜が壁画アートを施した 6 棟の建物群で、
このほか黄夫婦の作画用住居のみが残された。こうして眷村は 2014 年 1 月 25 日に芸術公園と
してオープンした 2）。 
 黄永阜さんは 1924 年１月 16 日生まれ、祖籍は中華民国広東省台山県、現在は壁画アート制
作者。人々からは「彩虹爺爺（虹のお爺さん）」と呼ばれている。 
父親は兵士で、日中戦争中に戦死。黄永阜さんは６人兄弟の長男で、武芸に励み、青年期に
国民党軍に志願し、香港九龍で生活していた。「1950 年、国民政府が台湾へ撤退するのに合わ
せて屏東県に移住する。その後は中華民国空軍に所属。金門砲戦で左肩に被弾して負傷。退院
後は台中の坪林陸軍新兵訓練中心で班長として文書処理業務に携わり 1979 年に退任した。」養老
院に入るつもりだったが、考えを変え台中の春安社区の眷村の一角を買い、そこに落ち着いた 9）。 
眷村は、そこに住む人々が平等、助け合いの精神で暮らす独特の文化があり、独身で年老い
た老兵が多く、住宅も決して立派ではない。そうしたことから若い人は、この眷村を嫌い外の
― 111 ― 
世界へと出て行ったという 3）。 
「黄永阜さんは、55 歳で退役後も台中工業区や嶺東科技大学で警備員として就業している。
日中戦争や金門砲戦での貢献を認められて 2015 年に抗戦勝利紀念章、2016 年には保衛台湾紀
念章（中国語版）を受章している」9）。 
壁画を描き始めたのは先にも述べたように、2008 年に再開発に反対する意図を持って始めた
ことだった。「これに関心を持った大学の教員や学生がインターネットで呼びかけ、当時の台中
市長に嘆願のメールを大量に届けた。」これに対し市長は現地に足を運び自分の目で壁画を見
て、保存することを決めたという。「台中市政府は永阜が 90 歳近くでネットに明るくない事情
を踏まえ、民間に公式サイト制作を委託した。そして作品の理念とマーケティング、グッズ制
作販売を行うボランティアの参加を呼び掛けた。」官民による数々の支援は作画活動だけでな
く建築物の維持補修にも及んでいる。そして 2011 年に看護師だった女性と結婚も実現した。兵
士を定年まで勤め上げ、余生を送るはずだった黄永阜さんだが、壁画を通してその人生は大き
く変わった。さらに 2016 年には「台中市政府が故郷の香港向けに観光親善大使就任を要請し
た。他にも自身が高齢にもかかわらず民間の老人ホームなどに慈善活動を積極的に行っている。
現在も午前 3 時に起床して作品を描き続けている。写真を頼まれても V サイン姿で気軽に応じ
るなど訪問する観光客を歓迎している」9）。 
現在の台中市は、高層のビルやマンションが立ち並び、さまざまな文化施設も充実しつつあ
る近年注目される都市である。ニョキニョキ立ち並ぶビルはどこかニューヨークを思わせるも
のがある。そんな中、黄さんの彩虹眷村は、時が止まったかのような平和な雰囲気を漂わせて
いる。訪れる人は多く、その作風から結婚写真を撮るスポットなどもあるようだ 3）写真 4）。 
 
黄さんの作品について 
 
 同じ表情、同じパターンの繰り返しは、強迫性や自閉症スペクトラムの影響も思わせるもの
もある。Dubuffet のアール・ブリュット・コレクションにも似たような絵が見出される 4）。黄永
阜さんは壁画を描いたことにより人生が大きく変わった。様々な賞を贈られたり、結婚したり、
自身も老人でありつつ老人ホームを訪問したり社会との接点を持っている。社交性は豊かなよ
うである。Dubuffet のコレクションでは、戦争のダメージにより精神的なバランスを崩した人
の作品も多く見られる。黄永阜さんの作品はそれより明るい印象があるのが特徴だろう。絵と
ともに書かれている言葉も、「感恩」、「平安」、「大家有福気（みんなが幸せでありますように）」
であったりする。一方で、「老兵在」であったり、自分が携わった戦い（金門の「八二三炮戰」）
の「金門」という文字を書いていたり 2）、自分はこうして生きてきたのだという主張のような
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ものは感じられる。なぜ描いたのかと聞かれたら「退屈だったから」と答えるよう 3），5）だが、
もともと再開発を阻止すべく始めたことであった。黄永阜さんは、退役後養老院に入る予定に
していたが考えを改め 1979 年に彩虹村の一角を買い取り、2008 年の再開発の際に突然絵を描
き始めた 2）。自分の生き方について知ってもらいたいという意図はあったのではないだろうか。 
Dubuffet は、Thévoz (2017) の序文で、アール・ブリュットと考えられる作品はただコントロー
ルされずに作られたものではなく、「これらの作品はおのれの特殊な革新的立場を明晰に意識
した作者によって生産された」作品であると述べている 6）。黄永阜さんにも、無意識にせよこ
のような計画性のようなものも感じられる。 
 
おわりに 
 
 アール・ブリュットとみなされる作品、作家は有名になるとそのアール・ブリュット性を失っ
てしまうという矛盾を持っている。注目されるとそれは逆説的に「規範化」されてしまうとい
うのだ。それは未開民族でも子どもでも精神病者でもおなじであるという。Prinzhorn は患者の
作品は「心的表現」であると述べ、Nise は患者の心の解放に絵筆で戦った。社会の理解が追い
ついてくると、心の解放の仕方も変わり、表現のあり方はその時代によって変わってくるもの
なのだろう。黄永阜さんはどうだろうか。彼の再開発への抗議は成就し、夫婦一組だが、彩虹
村に住むことができている。多くの観光客を迎え、グッズの売れ行きもかなりのものだろう。
だがやはりトラブルもあり、「グッズ販売やウェブサイト管理を請け負う彩虹文創公司と制作
者の黄との間で著作者人格権が譲渡されており、土地と建物についての権利を保有し周辺の整
備も行っている市が、2 者に文化資産保護の当事者としての立場を訴える意向を示していると
いう」2）。今後はどうだろうか。黄永阜さんがどのように生き、どうしてこの作品が生まれたの
か、きちんと伝えていくことはできるだろうか。台湾の Dubuffet が待たれるところだろう。採
虹眷村の今後に注目していきたいと思う。 
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